

	カード名	フォーサイト[使用しているブック]
		Foresight
	レア度	N
	種別	単瞬
	G	30
	生贄	
	能力	使用者のブックの上から6枚を見て、1枚選び、手札に加える


	特記事項	ブックの6枚先から好きな1枚を選んで引ける。便利だが敵セプターにブック内容を見られる欠点もある。
	解説	未来視。時の神カルドラの力を借り、未来を先取りする。
	イラスト	花山由理 (石北由理)
	セプター採点	[image: ]（3.9/5.0）
	ツイート









※：ログインしているセプターのみレビュー出来ます。

※：レビュー出来るのは１カードにつき１セプター１回だけです。

※：既にレビューしていた場合は、新しいレビュー内容に置き換わります。




	採点	レビュー	セプター名	投稿日時
	★★☆☆☆	欲しいカードを取れるのは強いけど、

相手にブックの中身を教えてしまうのは無視出来ない弱点だと思う。

復帰カードを使うとブックがシャッフルされるのには注意。	レイピア	2016-02-17 20:24:57
	★★★★☆	ドローサポートの中では一番安定感がある。エンジンパワーのホープに対してグリップ力のフォーサイトという感じ。

召喚条件を考慮したクリーチャー配置、アイテム引きを見越してのリンカネ流し、パーミの位置を確認しての進路変更、足スペルの位置を確認しての高額地帯踏み込み等、プレイングの指針を決める情報を入手できるのは非常に便利。	機械科ボイラーズ	2016-01-31 21:34:02
	★★★★★	恣意的なドロー操作が出来る上に、これからどんなカードが来るのか分かる。ぶっちゃけチート級に便利なカードだと思います。マジブと同様、一度フォーサイトに頼ったプレイングをしてしまうとなかなか抜け出すのが困難だと思えるほどのゆとり仕様。	あつも	2014-04-08 00:16:58
	★★★☆☆	なぜシャッフルしないのかと小一時間問い詰めたい。シャッフルがないブレストは正直微妙でしょう。パーミやリコール、マジブ、アイテムなどを良いタイミングで持ってこれるのは分かりますが、序盤の事故防止ならプロフェシーでも入れといたほうがいいんではないでしょうか。

ドロソ自体はホープかファインド、ときどきチャリティでいいような。無理やりブックを回したほうが多くの場合強いと自分は思ってます。	Birds of Paradise	2014-03-30 01:49:35
	★★★★☆	ドロースペルの中では一番利便性が高いという印象。

6枚の中から好きなカードを選ぶことができるのでいつ引いてもそれなりに役立つカードに化ける。そして今後のカード予報いうのは、戦略を練る上で非常に有意義な情報となります。

ただし、相手に手札を晒してしまうのとスペル即打ちができないデメリットもあるので★は４つ。	わんころ	2014-03-07 21:34:33
	★★★★☆	6枚までという制限付きながらカルドセプトでは超例外的処理であるカード指定のサーチが可能

ドロー運が試合を左右するカードゲームでサーチが弱い訳がない。

しかもシャッフル無しなので中期計画を立てながら戦える	JokerEpisode	2014-01-11 03:19:56
	★★★★★	まず腐らない。安いので序盤から使っていけるし、序盤の事故対策にもなる。計画立てや緊急カード引きにも使えるなどとにかく汎用性が高い。手札をがしがし使うブックでない限りドロースペルの中では頭一つ抜けている。	ちょめ	2013-06-29 23:18:36
	★★★☆☆	6枚見て欲しいカードがなかった時の絶望感がやばい。シャッフルしてくれよ。	インテグラル	2013-04-19 16:02:46
	★★★★☆	1枚しか引けないもののドロサポの中ではもっとも幅広いカードの選択が可能です。

セフト等を抱えられている時にも問題なく使っていける便利スペルなんですが、採用率は意外と低いですね。

やはり先のドローを晒してしまうことに抵抗のある人が多いんでしょうか。

「別にばれたってどうってことない」とか思うんですが。

というか自分で使ったのならともかく、人の5ターン先のドローまで覚えてられる自信は全くありません。

どうしても気になる方はブック復帰能力のあるカードを一緒に組み込んでおくと、復帰したタイミングでブックがシャッフルされるので便利です。	獅子丸	2012-10-10 08:21:52
	★★★★★	5ターン後までのドロー内容の確認とサーチが同時にできる優れもの。

コンボ狙いのブックだとキーカードがあれば確実に引いてこれるが、

一部ではあるが相手にブックの内容を晒してしまうジレンマに襲われる・・・。	META	2012-09-01 12:09:13
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